
所属する学科で，卒研生の配属

が決まった．現３年生が１１月に研

究室を見学する．その後，第１から第５まで志望研究室を

書いた調書を提出する．こちらとしては，できるならば，

健康的で熱意があり，かつ良く考える学生を確保したい．

（優秀な学生と言いたいが，何をもって優秀かは難しい．成

績が良いから研究ができるかと言えば，必ずしもそうでは

ない．）そのためには，多くの学生に第１志望研究室として

我が研究室を書いてもらい，こちらが選択できる権利を得

たい．なぜなら，希望者数が定員内であれば，教員の意志

とは関係なく自動的に学生の配属が決まってしまうから

だ．希望を多く集めるには，まずは研究テーマの魅力と研

究室の活力が必要だ．さて，私の研究室は，「磁気閉じ込め

核融合プラズマのシミュレーション」をテーマとして掲げ

ているのだが，魅力はどうだろう．当方の学科では，企業

と共同研究が活発な回路の研究室，自動車に関連しそうな

制御の研究室，医工連携を進める研究室などに人気が集ま

る傾向がある．学生の研究室選びに社会情勢や就職などの

影響は大きい．そんな中，「核融合」は厳しい．「プラズマ」

も，当方の学科のカリキュラムのせいか，学生の興味を引

くことはできていない．そこで，学外では，特に会員諸氏

を相手には，恥ずかしくてとても言えそうもない大言壮語

を並べ立てて広報活動をする．実験研究と違って，実際に

物を扱わない「シミュレーション」は，更に厳しい．こう

なれば，研究室の雰囲気とか教員と学生の距離とか，研究

とは別のところで勝負するしかない．毎年恒例になってき

たが，この時期には３年生へ媚びを売りつつ声をかける

“コビ”ニケーション作戦を展開する．学生実験の時間は，

少人数の学生を相手に近い距離で指導できるので，ちょう

ど良い機会である．

他の大学の先生方もいろいろと苦労されていることと存

じます．堂々と勝負できる技をおもちでしたら，是非ご教

示ください． （�橋俊樹）
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